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10月、ポイントキャストにasahi.comの日本語ニュースが流れた。

「プッシュ型」、「オフライン購読」、「パーソナライズ」といった本誌でもおなじみの

新しい技術は、英語コンテンツしか見られない状況では、

「仕組み」に興味を持つしかなかった。

そんな中、ポイントキャストに表示される日本語のニュースは、

これらの新技術の印象を単なる仕組みから「使える道具」へと変えてくれた。

そして、「情報発信」や「コミュニケーション」など、さまざまな使い道が

提案されてきたインターネットに、また新しい可能性が生まれようとしている。

「ニュースこそはすべて」といえるメディアの誕生である。

この新しいメディアは、私たちの生活にどう入り込んでくるのか。

今すぐ、チャンネルを「ニュース」に合わせてみよう。
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『ニュースこそはすべて』
自分の生活に「ニュースはな

くてはならないもの」という人にとっては、

メディアの選択がライフスタイルを変える大

きな要因となる。新聞のニュースが必要な

ら生活の中のどこかで新聞を買わなければ

ならないし、テレビのニュースが必要なら番

組が始まる時間にはテレビの前にいなくて

はならない。さまざまなメディアが混在する

今ではピンとこないかもしれないが、ラジオ

が登場した時代やテレビが登場した時代を

知っている人たちなら、新しいメディアが生

まれるたびに人々の「暮らしぶり」が変わる

ということを何度も経験しているはずだ。

インターネットという新しいニュースメデ

ィアにも、私たちのライフスタイルを変える

要因は多くある。「情報のデジタル化」によ

って、個人が情報を蓄積して検索すること

が容易になる。さらに、優れた情報携帯端

末によってこれをどこにでも持ち運べるよう

になる。パーソナライズによって個々の持つ

情報の質と量に大きな差が生じる。

ここでは、この新しいライフスタイルに

「ニュースこそはすべてな生活」と名付け、

その暮らしぶりがどのようなものかを見てい

きたい。

自分にとって、インターネッ

トがニュース受信の中心メディアになったと

きの生活は、これまでの「普通の生活」と

比べてどう変わるのだろうか。

【普通の生活】

ニュースを得るメディアは、新聞とテレ

ビが中心。通勤電車で朝刊と夕刊を読み、

午前7時と正午、そして午後9時のニュー

スをテレビで見る。

【ニュースこそはすべてな生活】

ノートパソコンでは、ウェブサイトのニュ

ースをダウンロードしてオフラインで読む

「購読」機能を活用する。電子メールで配

信されるニュースも重要な情報源。オフィ

スのデスクトップPCは専用線で常にインタ

ーネットに接続されている。プッシュ型メデ

メディアによって
ライフスタイルが変わる

普通の生活VS
「ニュースこそはすべて」な生活

オフラインで読む

モバイルコンピューティングによって、新聞や雑誌のようにニュースを持ち運べる

ようになる。オンラインでダウンロードしたウェブページの情報をオフラインで読

む。このために「購読」や「チャンネル」、「ポイントキャスト」などの新しい技

術が登場した。
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ィアでニュース速報をチェックする。

さて、この2つのライフスタイルの決定的

な違いはなんだろう。

まず、「時間」からの解放だ。新聞の発

行は朝刊と夕刊の2回と決まっている。テ

レビも放映時間が決まっているため、都合

によっては番組を見逃すことがある。これ

に対して、電子メールニュースや購読では、

寝ている間や仕事をしている最中に随時配

信されるコンテンツをダウンロードして、空

き時間ができたときにいつでも読める。

さらに、「場所」からも解放される。テレ

ビのニュース番組を見たければ、ブラウン管

の前にいなければならない。定期購読して

いなければ、「売店」という場所で新聞を買

わなければならない。これに対して、モバイ

ルでのオフラインリーディングなら、どこに

いてもニュースにアクセスできる。ただし、

通勤電車で座れるのは一部の幸運な人とい

う日本の場合、「どこでも読める」という点

には異論がある人も多いだろう。真偽のほ

どは定かでないが、「シリコンバレーでは通

勤電車の中でポイントキャストを見るビジ

ネスマンの姿を多く見かける」という話は

うらやましい限りである。

ライフスタイルの変化という

点では、もう1つ重要な要素がある。「普通

の生活」では、ユーザーが見ようとしたと

きだけニュースとの接点ができる。その結

果、生活の中でニュースにアクセスする場

面がきっちりと決まってくる。ところが、イ

ンターネットのニュースメディアは左図の矢

印が示すように、生活のあらゆる場面に

「割り込める」のだ。ユーザーがPCと対面

している限り、ニュースがどんどん割り込ん

でくる。「割り込み」という言葉のニュアン

スから「意に反して」と感じるかもしれな

いが、決してそうではなく、ニュースは「意

を超えて」そこにある、いわば「空気」の

ような存在になる。

電子メールを見ると、友人からのメッセ

ージと上司からのメールの間にニュース速報

が届いている。こんな風にニュースが生活

に簡単に「割り込める」ようになる。まさ

に、「ニュースこそはすべて」な生活である。

な生活 時間と場所からの解放

ニュースが生活に「割り込める」

常時接続で読む

常時接続と「プッシュ型」コンテンツの組み合わせによってテレビやラジオの持

つ「速報性」が得られる。ニュースカードやティッカーなどをデスクトップの一部

分に表示させておけば、オフィスで仕事をするPCがそのままニュースステーショ

ンになる。
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今
、
使
っ
て
み
た
い
メ
デ
ィ
ア
は
こ
れ
だ
!!

コンテンツ配信システム
徹底解剖 PUSH

ポイントキャストネットワーク

ユーザーのすることはビューアーのセットアップだけ。これだけで、ポイントキャ

ストの専用サーバーから日々最新のニュースが送られてくる。更新も自動化されて

プッシュ度ナンバーワンの手軽なメディアだ。もう少しコンテンツが充実してくれ

ば完璧。

長 所

・特別な設定なしにオフラインで読める

・手軽さ

・読みやすく統一されたフォーマット

・頻繁な更新

・無料

短 所

・1回目のコンテンツダウンロードサイズ
が大きい（初期設定で約2Mバイト）

・現時点ではコンテンツの選択肢が少ない

・過去の記事の検索や参照ができない

ポイントキャストサーバー 

ユーザー コンテンツ 
プロバイダー 

電子メール配信サービス

通常の電子メールでニュースが配信される。ユーザーはニュース提供元のホームペ

ージでメールアドレスを登録するだけ。記事を保存しておけば検索可能なデータベ

ースにもなる。ただし、質、量ともに充実したコンテンツはほとんどが有料。

長 所

・特別な設定なしにオフラインで読める

・手軽さ

・過去の記事の検索や参照ができる

・データのサイズが小さい

・多様なジャンル

短 所

・有料のコンテンツが多い

・良質のコンテンツを探すのが困難

・テキスト形式の場合、画像や写真を参
照できない

・申し込みの際に個人情報を要求される

ユーザー 

ニュース提供者 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ュ
ー
ス
配
信
の
仕
組
み
が
あ
る
。
技
術
と
し
て
は

お
な
じ
み
の
「
電
子
メ
ー
ル
」
を
使
っ
た
も
の
か
ら
、
新
し
い
「
プ
ッ
シ
ュ
型
」
と
呼
ば

れ
る
も
の
ま
で
、
選
択
肢
も
多
い
。
ま
ず
は
、
こ
れ
ら
の
仕
組
み
と
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を

見
て
み
よ
う
。
図
で
は
、
左
に
あ
る
も
の
ほ
ど
「
プ
ッ
シ
ュ
度
」
が
高
く
、
コ
ン
テ
ン
ツ

が
「
や
っ
て
く
る
」
感
覚
が
強
い
。
当
然
、
ユ
ー
ザ
ー
の
手
間
も
少
な
く
な
る
。

プッシュ型
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PULL

ネットスケープネットキャスター

「チャンネルファインダー」に登録されているコンテンツは、更新タ

イミングやダウンロードするリンク数などを制作者側で設定してあ

る A 。これとは別に、ユーザーが自分の好きなページを登録する

こともでき、ダウンロードした記事はオフラインで読める B 。海

外のコンテンツに比べると、日本語コンテンツはあまりに少ない。

現時点では、自分でページを登録して使うしかない。

長 所

・オフラインで読める

・最適な更新タイミングが自動的
に設定される（コンテンツによ
る）

・ユーザーがサイトを登録できる

・過去の記事の検索や
参照ができない

・パフォーマンスが悪い

・日本語コンテンツが少ない

・登録時に個人情報を要求される

・自分で登録したページの更新タ
イミングは自分で決めなければ
ならない

ユーザー 

講読申込み 

コンテンツ提供者 
（チャンネルファインダーに登録済み） 

ユーザー 

URLリンク数を指定 

ウェブサーバー 

購読（IE4.0）

どのページを何リンク分ダウンロードするかは、すべて

ユーザーが設定する。同じサイト内のページでも、URL

が違えば個別に登録する必要がある。ただし、ダウンロ

ードしたぺージは確実にオフラインで読める。手間はかか

るが、現時点では電子メールと並んでもっとも実用的だ。

ウェブサイトの構造さえ分かれば快適に使えるはず。

長 所

・好きなぺージをいくつで
も登録できる

・オフラインで読める

・コンテンツの選択肢が広
い

・過去の記事の
検索や参照が

できない

・設定が面倒

・更新タイミングは自分で
決めなければならない

・ウェブサイトの構造を知
る必要がある

ユーザー 

URLとリンク数を 
指定 

ウェブサーバー 

短 所

短 所

デスクトップコンポーネント
（IE4.0）
asahi.com ニュースカード、

毎日ニュースチャンネル

プル型

アクティブチャンネル（IE4.0）

コンテンツ制作者が更新タイミングやチャンネル化する

コンテンツを設定できる。これによって、ユーザーにパ

ッケージ化されたウェブコンテンツが配信される。デー

タをダウンロードすればオフラインで読める仕組みのは

ずだが、制作者がトップページだけしかチャンネル化し

ていないものが多く、現時点では実用的とは言えない。

長 所

・どのページをダウンロー
ドするかを指定しなくて
いい

・最適な更新タイミングが
自動的に設定される

・コンテンツによってはオ
フラインで読める

・過去の記事の
検索や参照が
できない

・現時点でオフラインで読
めるコンテンツが少ない

・ダイナミックHTMLを多
用したコンテンツが多く、
パフォーマンスが悪い

・自分でサイトを登録でき
ない

ユーザー 

add channel

コンテンツ 
プロバイダー 

CDF CDF

短 所

B

A
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ホームページのデータをダウ

ンロードしておいて、好きな時間に好きな場所でオ

フラインで読む。これが購読だ。ユーザーがどのペー

ジをダウンロードするかを決められるため、自由度は

高いが、その分手間もかかる。

まず、サイトの構造を理解する必要がある。内容

がよくても、構造が複雑なサイトは購読には向いて

いない。ロイター・ジャパンと時事通信社発のニュ

ースが読める「Infoseek News Service（http://

infoseek-news.garage.co.jp/）」などは、内容は

申し分ないのだが、サイトの構造上、記事をダウン

ロードするのが難しい。上の表のように比較的シン

プルな構造のサイトを選ぼう。

次に、必要な記事がどれかを明確にしたほうがい

い。「asahi.com」の場合、「今日の朝刊」の中か

ら自分に必要なジャンルだけを選べば数十Kバイト

のサイズで済む。ただし、全ジャンルを購読するた

めには7つのURLを個別に指定しなければならない。

快
適
ニ
ュ
ー
ス
ラ
イ
フ
は
コ
ン
テ
ン
ツ
で
決
ま
る
!!

ジャンル、サイズ、
更新タイミングが決めて

５
大
紙
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ニ
ュ
ー
ス
を
配
信

し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
も
ち
ろ
ん
、
電
子
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
か
ら
プ
ッ
シ
ュ
型

メ
デ
ィ
ア
ま
で
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
選
択
肢
の
中
か
ら
自
分
だ
け
の
情
報
源
を
探
す
。

快
適
な
ニ
ュ
ー
ス
ラ
イ
フ
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
の
だ
。配
信
タ
イ
ミ
ン
グ
や
デ
ー
タ
サ
イ
ズ
、

情
報
内
容
な
ど
を
ポ
イ
ン
ト
に
「
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
見
つ
け
た
い
。

オフライン購読おすすめポイント
URL サービス提供 記事提供

asahi.com http://www.asahi.com/ 朝日新聞社 朝日新聞社

KYODO NEWS http://www.kyodo.co.jp/ 共同通信社 共同通信社

産経Web http://www.sankei.co.jp/ 産経新聞社 産経新聞社

NIKKEI NeT http://www.nikkei.co.jp/ 日本経済新聞社 日本経済新聞社

毎日新聞Jam Jam http://www.mainichi.co.jp/ 毎日新聞社 毎日新聞社

Yahoo! JAPAN News http://www.yahoo.co.jp/headlines/ ヤフー・ジャパン（株） ロイター・ジャパン（株）、

毎日新聞社、

日刊工業新聞社、

ソフトバンク（株）

YOMIURI ON-LINE http://www.yomiuri.co.jp/ 読売新聞社 読売新聞社

WIRED NEWS http://www.hotwired.co.jp/news/ ホットワイアード・ジャパン ホットワイヤード・ジャパン、
米国ホットワイヤード

「購読」～自由度は「高」、
手間は「大」
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（＊）「リンク1」と表記のURLは、購読設定の際にリンクの深さを「1」にする。

特に表記のないものは、リンク先をダウンロードする必要はない。

反対に、「YOMIURI ON-LINE」の場合、ジャンル

ごとのダウンロードができないため、800Kバイトも

のサイズになる。ただし、1つのURLを購読設定す

るだけでこのサイトのほとんどのニュースがオフライ

ンで読める。

購読したページは更新されて上書きされるので、過

去の記事を参照したり検索したりできない。過去の

記事を参照できるニュースサイトは多いが、検索機

能があるものはまだ少ない（多くは有料サービスと

なっている）。今後の対応に期待したい。

過去の記事検索 過去の記事参照 購読おすすめ記事 購読ポイント（＊） 更新タイミング サイズ

今日の朝刊（総合） http://www.asahi.com/paper/front.html 1日に1度 約70KB

今日の朝刊（社会） http://www.asahi.com/paper/national.html 1日に1度 約100KB

今日の朝刊（経済） http://www.asahi.com/paper/business.html 1日に1度 約45KB

× ×
今日の朝刊（スポーツ） http://www.asahi.com/paper/sports.html 1日に1度 約70KB

（asahi.com （asahi.com 今日の朝刊（社説） http://www.asahi.com/paper/editorial.html 1日に1度 約40KB

Perfectは○） Perfectは○） 今日の朝刊（天声人語） http://www.asahi.com/paper/column.html 1日に1度 約50KB

今日の朝刊（小説） http://www.asahi.com/paper/novel.html 1日に1度 約40KB

ニュース速報 http://www.asahi.com/flash/flash.html（リンク1） 随時 約500KB

ニュースハイライト http://www.kyodo.co.jp/highlight.html 随時 約40KB

○ ○
特報 http://www.kyodo.co.jp/shiryo/special/tokuho.html 1日に3回 約10KB

（記事、写真検索） 写真ニュース、フラッシュニュース、
マーケット情報 http://www.kyodo.co.jp/ 1日に3回 約75KB

○ ○
フロントページ、総合／内政、経済、 1日に3回
国際、社会、スポーツ" http://www.sankei.co.jp/html/（リンク1） （速報について随時） 約330KB

主要ニュース http://satellite.nikkei.co.jp/main/cont.html 随時 約40KB

政治・経済 http://satellite.nikkei.co.jp/business/ecopol/cont.html 随時 約40KB

産業・流通 http://satellite.nikkei.co.jp/business/industry/cont.html 随時 約30KB

× ×
マネー＆マーケット http://satellite.nikkei.co.jp/business/market/cont.html 随時 約60KB

サイバー http://satellite.nikkei.co.jp/business/cybernews/cont.html 随時 約40KB

地域情報 http://satellite.nikkei.co.jp/business/local/cont.html 随時 約30KB

社会・スポーツ http://satellite.nikkei.co.jp/business/social/cont.html 随時 約30KB

ニュース解説 http://www.nikkei.co.jp/business/special/cont.html 随時 約30KB

今日のニュース http://www.mainichi.co.jp/news/news.html（リンク1） 随時 約130KB

ニュース速報（総合） http://www.mainichi.co.jp/headline/general.html 10分に1度 約10KB

ニュース速報（政治） http://www.mainichi.co.jp/headline/politics.html 10分に1度 約10KB

× ○ ニュース速報（経済） http://www.mainichi.co.jp/headline/economy.html 10分に1度 約10KB

ニュース速報（国際） http://www.mainichi.co.jp/headline/inter.html 10分に1度 約10KB

ニュース速報（社会） http://www.mainichi.co.jp/headline/social.html 10分に1度 約10KB

ニュース速報（運動） http://www.mainichi.co.jp/headline/sports.html 10分に1度 約10KB

国内ニュース http://www.yahoo.co.jp/headlines/dom/（リンク1） 30分に1度 約260KB

海外ニュース http://www.yahoo.co.jp/headlines/int/（リンク1） 30分に1度 約320KB

経済ニュース http://www.yahoo.co.jp/headlines/bus/（リンク1） 30分に1度 約320KB

× ○
スポーツ http://www.yahoo.co.jp/headlines/spo/（リンク1） 30分に1度 約250KB

エンターテイメント http://www.yahoo.co.jp/headlines/ent/（リンク1） 30分に1度 約250KB

ロイタートップニュース http://www.yahoo.co.jp/headlines/top/（リンク1） 30分に1度 約290KB

産業ニュース http://www.yahoo.co.jp/headlines/nkn/（リンク1） 30分に1度 約460KB

コンピュータニュース http://www.yahoo.co.jp/headlines/cpt/（リンク1） 30分に1度 約330KB

○ ○ トップ、政治、経済、社会、国際、 http://www.yomiuri.co.jp/look.htm（リンク1） 随時 約800KB
（Yominet会員のみ）（Yominet会員のみ） 社説・コラム"

× ○
BUSINESS、CULTURE、 http://www.hotwired.co.jp/news/97/latest/today/（リンク1） 1日に1度 約45KB
TECHNOLOGY

地方紙はここで探す

全国版の新聞にはあまり登場しないロ

ーカルニュースを購読するなら、地方紙

のウェブサイトがおすすめだ。

日本新聞協会が提供する「メディアリ

ンク」には国内外のさまざま新聞社サイ

トへのリンクが用意されている。もちろ

ん、地方紙サイトへのリンクも充実。日

本地図から目当ての都道府県をクリック

して購読ポイントを見つけよう。
日本新聞協会「メディアリンク」
jhttp://www.pressnet.or.jp/GLINK/link.html
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おすすめ電子メールニュース
サービス提供 記事提供 価格 おもな記事内容 配信タイミング

インターネットウォッチ （株）インプレス （株）インプレス 1,800円／6か月 インターネット関連、サービス、技術、製品情報 毎日1回（土日、祝日をのぞく）

Infostand （株）ガリレオ 2,200円／1年
●速報ニュース 読売新聞社 政治、経済、社会、海外、スポーツの速報 毎日10回程度
●日刊工業新聞ニュース 日刊工業新聞社 マルチメディア関連、産業動向 毎日1回
●Galileo Up-to-date Report （株）ガリレオ 情報通信業界ニュース 毎日1回

CNETニュースダイジェスト （株）NTTPCコミュニケーションズ CNET社 無料 インターネット関連、サービス、技術、製品情報、 火曜日から土曜日の毎日1回
ゲーム、業界情報、VIPインタビュー

シリコンバレーエクスプレス （株）クリエイティヴ・リンク gina社 無料 インターネット関連、技術、製品情報 毎日1回（土日、祝日をのぞく）

TechWire Japan （株）インプレス 米国CMP社、 3,000円／6か月 IT関連情報、TechWireとTechWebのダイジェスト 火曜日から土曜日の毎日1回
メールサービス 三井物産（株） 6,000円／14か月 （米国の休日の翌日をのぞく）

NIKKEI MAIL CYBER 日経新聞社 日経新聞社 3,000円／6か月 インターネット関連、サービス、技術、製品情報 毎日朝夕2回
4,500円／1年 （土日、祝日、新聞休刊日をのぞく）

NetPress Japan ネットプレスジャパン 時事通信社 2,000円／1か月 時事ニュース、政治、社会、経済、産業、 毎日2回、3回、7回を選択
ステーションガイヤ 企業ビジネスニュース、製品情報、株価・為替、

国際、行政、スポーツ、国内新聞ダイジェスト

Newsbytes日本語版 株式会社インターランドマーク Newsbytes News Network 19,800円／1年 コンピュータ、マルチメディア、通信関連 火曜日から土曜日の毎日2回

BizTechメール 日経BP社 日経BP社 無料 ビジネス・経営、情報システム、パソコン、 毎日1回（土日、祝日をのぞく）
インターネット、通信・放送、エレクトロニクス、
医療・食・建設・アート・サービス、アジア"

PC WORK! HOT MAIL （株）毎日コミュニケーションズ （株）毎日コミュニケーションズ 無料 コンピュータ関連、技術、製品情報、ハウツー 毎日2回（土日、祝日をのぞく）

PC WEEK WIRE ソフトバンク株式会社 ソフトバンク株式会社、 6,240円／1年 コンピュータ関連、技術、製品情報 毎日1回（土日、祝日をのぞく）
米国Ziff-Davis Publishing社

PCウォッチ （株）インプレス （株）インプレス 1,800円／6か月 パソコン関連、サービス、技術、製品情報 毎日1回（土日、祝日の翌日をのぞく）

Mainichi Daily Mail Internet 毎日新聞社 毎日新聞社 3,000円／6か月
●インターネット情報 インターネット関連、技術、製品情報、サイト紹介 毎日1回（土日、祝日をのぞく）
●ダイジェスト情報 毎日新聞ダイジェスト 毎日午前5時と午後5時の2回
●マルチメディア情報 マルチメディア、パソコン雑誌の内容紹介、企業リリース 毎日午前2時の1回（日曜祝日をのぞく）

Mainichi Daily Mail 毎日新聞社 毎日新聞社 当分の間無料 コンピューター、ゲーム、マルチメディア 毎日1回（土日、祝日をのぞく）
Computing

ワイヤード・ニュースメール ホットワイアード・ジャパン ホットワイヤード・ジャパン、 無料 インターネット関連のビジネス、カルチャー、テクノロジー 毎日1回（土日、祝日をのぞく）
米国ホットワイヤード

おすすめアクティブチャンネル
サービス提供 CDFによる更新タイミング 容量 オフラインで見られるコンテンツ

NIKKEI NEWS CHANNEL 日経新聞社 なし（手動） 約230KB トップページのみ

ポイントキャスト ポイントキャスト社 2時間に1回 約3MB（初期設定） asahi.com
・チャンネル Companies

Industries
Lifestyle
Sports
Health
その他Personalizeから追加可能

毎日ニュースチャンネル 毎日新聞社 6時間に1回 約900KB ニューストップ7
ニュース速報
スポニチ
お天気情報

おすすめデスクトップコンポーネント
サービス提供 CDFによる更新タイミング 容量 オフラインで見られるコンテンツ

asahi.com NewsCard 朝日新聞 30分に1回 約30KB トップページのみ

毎日ニュースチャンネル 毎日新聞社 1時間に1回 約180KB ニュース速報
お天気情報 6時間ごとの予報と降水確率
星占い 星座別の今日の運勢

おすすめネットキャスター
サービス提供 CDFによる更新タイミング 容量 オフラインで見られるコンテンツ

asahi.com NewsCard 朝日新聞社 30分に1回 約30KB トップページのみ
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電子メールを使ったニ

ュース配信サービスは日ごとに増え続けて

いる。ここでは、一般的なニュースとイン

ターネットやコンピュータ関連ニュースの配

信サービスをピックアップしてみた。

注目してほしいのは、メールだけでニュー

スの全文が読めるものと、ニュースが掲載

されたウェブサイトのURLが送られてくる

ものとの2種類があることだ。例外もある

が、有料サービスは全文、無料サービスは

URLというのが基本のようだ。メールを受

信しておいてオフラインでまとめて読むなら、

全文が送られてくるサービスでなければあま

り意味がない。反対に常時接続ですぐにホ

ームページを参照できるなら、URLだけで

も重要な情報源となるはずだ。

プッシュ型メディアの

日本語コンテンツも増えてきたが、内容は

いまいち。

アクティブチャンネル用の「ポイントキャ

スト・チャンネル」はほとんどが英語コンテ

ンツ。この中のasahi.comにしても、本家

ポイントキャスト日本語版に比べると送ら

れてくる情報が少なくパフォーマンスも悪い

など、メリットはまったくない。

また、オフラインでの使用を考慮して作

られたコンテンツもあまりない。ネットキャ

スターとアクティブデスクトップ用に作られ

た「asahi.com NewsCard」も、常時接

続で次々と送られてくる速報を見るという

使い方が効果的だろう。

そんな中でがんばっているのが「毎日ニ

ュースチャンネル」だ。一度更新すればか

なりの量のニュースがオフラインで読める。

アクティブチャンネルでは、コンテンツ制作

者が更新タイミングやダウンロードするコン

テンツを設定することになっている。作り手

の工夫次第ではかなり有用なチャンネルが

できるはずだ。今後の展開に期待しよう。

記事本数 全文ORリンク 過去の記事参照 過去の記事検索 テキストOR HTML 申し込み先URL

約10本 全文 ○ ○ テキスト http://www.watch.impress.co.jp/internet/

1本から5本程度 全文 × × テキスト http://bass.c-creators.co.jp/infostand/
7本から8本 全文
1本 全文

約10本 100字程度の × × テキスト http://www.sphere.ad.jp/cnet/
要約とリンク

5本から10本 60字程度の ○ ○ テキスト http://www.nihon.net/sve/
要約とリンク

約10本 全文 ○ × テキスト http://www.watch.impress.co.jp/techwire/

約10本 全文 × × テキスト http://www.nikkei.co.jp/business/stat/email/

約15本 全文 × × HTML http://netpress.stgaia.co.jp/

約10本 全文 ○ × テキスト、SETEXT http://www.at-m.or.jp/̃nbj/

要約付き約10本 160字程度の ○ ○ テキスト http://bizmail.nikkeibp.co.jp/
リンクのみ約30本 要約とリンク

約10本 全文 × × テキスト http://www.pc.mycom.co.jp/pcwork/hotmail/fr-top.html

約10本 全文 ○ × テキスト http://www.softbank.co.jp/pcweek/wire/

約10本 全文 ○ × テキスト http://www.watch.impress.co.jp/pc/

全文 ○ × テキスト、HTML http://dm.mainichi.co.jp/
10本から20本
10本以内
20本

約10本 全文 ○ × HTML http://dm.mainichi.co.jp/

約8本 100字程度の ○ × テキスト http://www.hotwired.co.jp/reception/
要約とリンク

記事内容 登録方法

NIKKEI NeTのトップニュース1本（写真付き）、NIKKEI Net各記事へのリンク チャンネルバーから

asahi.comニュース速報 チャンネルバーから
企業別株価（英語版）
産業ニュース（英語版）
芸能・社会、エンターテイメント（英語版）
スポーツニュース（英語版）
健康関連、フィットネスニュース（英語版）
CNN、New York Times、TechWeb、ZDNetなど（英語版）

各ジャンルのトップニュースを7本 チャンネルバーから
総合、政治、経済、国際、社会、運動のジャンル別にそれぞれ10本
スポニチニュースダイジェスト4本
6時間ごとの予報と降水確率

記事内容 登録方法

asahi.comホームページのトップニュースとニュース速報の見出し http://www.asahi.com/information 
/newscard/ie4.html

総合、政治、経済、国際、社会、運動のジャンル別にそれぞれ10本 チャンネルバーから

記事内容 登録方法

asahi.comホームページのトップニュースとニュース速報の見出し ネットキャスターの「New」から
http://netcaster.asahi.com/index.htmlを記入

「電子メールニュース」～有料は
「全文」、無料は「リンク」

「アクティブチャンネル」、
「ネットキャスター」
～オフラインか常時接続か

ALL YOU NEED IS NEWS
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インターネットメディアに
求めたい5つのポイント

「
ニ
ュ
ー
ス
を
得
る
」
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
た
場
合
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
ニ
ュ
ー

ス
を
配
信
す
る
メ
デ
ィ
ア
に
、
ユ
ー
ザ
ー
と
し
て
な
に
を
求
め
た
い
か
。
情
報
量
、
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
、
そ
し
て
１
つ
の
テ
ー
マ
を
追
跡
す
る
た
め
の
リ
ン
ク
。
さ
ら
に
、
蓄
積
し
た

情
報
の
検
索
。
こ
こ
で
、
５
大
紙
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
実
力
を
採
点
し
て
み
よ
う
。

ニュース度チェック5つのポイント
情報の網羅度1

どれだけ多くの記事を読むことができるか。新聞に掲載
されている情報の何パーセントがウェブサイトから配信
されているかを評価する。【新聞との記事比率】は、新
聞の中の記事が各紙ウェブサイトに何パーセント掲載さ
れるかを調べたもの。

情報の追跡度2
1つのテーマを深く掘り下げるためのリンクなどが用意
されているか。興味のある記事の詳細情報を追跡するた
めにどのようなサービスを提供しているかを評価する。

asahi.com

【新聞との記事比率】
1面（総合）91.10%
2面（総合）5.64%
3面（総合）21.61%
4面（主張・解説）0%
5面（主張・解説）38.16%
7面（政治）0%
8面（国際）0%
9面（国際）0%
11面（経済）76.53%
12面（経済）34.17%
13面（経済）41.08%
15面（特集）0%
16面（商況）0%
17面（商況）0%
19面（家庭）15.95%
21面（ラジオ）0%
22面（スポーツ）73.78%
23面（スポーツ）46.83%
24面（第2東京）0%
25面（東京）0%
29面（第3社会）12.63%
30面（第2社会）24.39%
31面（社会）60.06%
32面（テレビ）0%
総計 22.58%

新聞記事と1字1句違わないのが

特徴。網羅度は高いが、新聞以外

の記事は速報だけ。写真、グラフ、

表の再現性は5大紙中ナンバーワ

ン。過去の記事の参照、検索はで

きないが、有料の「asahi.com

perfect」に入会すれば、1985

年以降の記事から検索可能。

1

2

3

4

5

5. 
オリジナル度 

4. 
グラフィカル度 

3. 
データベース度 

2.追跡度 

1.網羅度 

産経Web

【新聞との記事比率】
1面（総合）35.75%
2面（総合）41.59%
3面（総合）27.97%
4面（総合）17.00%
5面（国際）33.17%
7面（オピニオン）0%
9面（長期連載）66.19%
10面（経済）0%
11面（経済）26.62%
12面（証券）0%
13面（証券）0%
14面（生活）0%
15面（生活）0%
17面（生活）0%
19面（TV解説）0%
20面（スポーツ）0%
21面（スポーツ）11.77%
22面（東京）0%
23面（東京）0%
24面（社会）0%
25面（社会）0%
26面（社会）0%
27面（社会）53.38%
28面（テレビ）0%
総計 13.06%

掲載されている記事はすべて全

文。日付による検索と大きな事件

に関する過去の記事参照が可能。

写真はトップページに1枚。全記

事が読める有料サービス「産経

Web-S」が始まったばかりとあっ

て、こちらに力を入れている。新

聞以外の記事はほとんどない。

1

2

3

4

5

5.オリジナル度 

4.グラフィカル度 3.データベース度 

2.追跡度 

1.網羅度 

（東京 14版）

（東京 15版）
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ALL YOU NEED IS NEWS
データベース度3

日々、通り過ぎていくニュースを必要なときに呼び出し
て使えるか。過去の記事を参照したり検索したりするた
めの機能があるかどうかを評価する。

グラフィカル度4
記事中の数値はグラフ化されているか。写真を参照でき
るか。新聞の紙面に掲載されているグラフィックスがど
れだけ再現されているかを評価する。

オリジナル度5
新聞にはない情報が得られるか。同一の記事に対してウ
ェブサイト独自の情報があるかどうかを評価する。ニュ
ースに関係のないサービスは除く。

無料サービス
有料サービス
＊写真は11月10日の朝刊。それぞれのウェブサイトに掲載さ
れた記事にマーカーを塗った。なお、各紙とも日によって掲
載割合は若干異なる。

＊グラフは11月12日の朝刊からの数値。「網羅度」は記事の
掲載面積を計算した。なお、各紙とも日によって掲載割合は
若干異なる。

NIKKEI NeT

【新聞との記事比率】
1面（総合）32.45%
2面（総合・政治）26.41%
3面（総合）32.04%
5面（経済1）17.7%
7面（経済2）16.61%
8面（国際1）14.72%
9面（国際2）18.22%
11面（産業組合）42.91%
13面（産業1）12.96%
15面（産業2）5.21%
16面（消費産業）0%
17面（店頭・ベンチャー）0%
19面（企業財務）9.14%
22面（マーケット総合1）0%
23面（マーケット総合2）0%
25面（証券1）0%
26面（証券2）0%
27面（証券3）0%
29面（商品）0%
31面（経済教室）0%
33面（首都圏経済・東京）0%
35面（テレビ・ラジオ）0%
37面（スポーツ）9.58%
38面（社会）8.21%
39面（社会）15.99%
40面（文化）0%
総計 10.08%

記事は新聞の1部を抜粋。追跡度

は高く、重要な記事には「ニュー

ス解説」、過去の関連記事一覧、

用語解説の「きょうのことば」へ

それぞれリンクが用意されている。

新聞以外の記事もローカルニュー

ス、「サイバー」、「今日の発表」

と豊富。

1

2

3

4

5

5.�
オリジナル度�

4.�
グラフィカル度�

3.�
データベース度�

2.追跡度�

1.網羅度�

YOMIURI
ON-LINE

【新聞との記事比率】
1面（総合）50.03%
2面（総合）17.62%
3面（総合・社説）
44.80%
4面（政治）2.45%
5面（政治）0%
6面（政治）0%
7面（国際）21.11%
8面（国際）39.89%
9面（経済）4.00%
11面（経済）17.49%
13面（経済）0%
14面（商況）0%
15面（商況）0%
16面（スポーツ）6.35%
17面（スポーツ）
38.02%

18面（スポーツ）
33.88%
20面（投書）0%
21面（解説）0%
22面（生活）0%
23面（生活）0%
24面（地域ニュース）
0%
25面（地域ニュース）
0%
27面（地域・世相）0%
28面（冬季五輪特集）
0%
29面（ラジオ）0%
30面（社会）10.72%
31面（社会）32.56%
32面（テレビ）0%
総計 11.39%

記事は新聞の1部を抜粋。写真は1

日に4枚程度。同一記事でも、新聞

より情報量の多いものがある。速報

も随時掲載されるなど、新聞との差

別化をはかっている。過去の記事の

検索、参照はできないが、「Yominet」

会員になれば過去3年分の記事検索

ができる。

1

2

3

4

5

5.�
オリジナル度�

4.�
グラフィカル度�

3.�
データベース度�

2.追跡度�

1.網羅度�

毎日新聞Jam Jam

【新聞との記事比率】
1面（総合）10.84%
2面（政治をひらくまちくに世界）
10.84%

3面（総合 ニュースの焦点）15.51%
4面（オピニオンワイド）0%
5面（オピニオンワイド）0%
6面（人びと民族 地球）0%
7面（人びと民族 地球）8.56%
8面（経済がわかる企業がみえる）0%
9面（経済がわかる企業がみえる）9.67%
10面（証券）0%
11面（証券）0%
14面（生活 いきいき 家庭）0%
15面（生活　いきいき家庭）0%
16面（企画特集 ブックウォッチング）0%
17面（ラジオ・テレビ）0%
19面（企画特集 日本と世界　夢の対決）

0%
21面（スポーツ人間ドラマ）9.04%
22面（とうきょうワイド）0%
23面（身近な話題 地域のニュース）0%
25面（事件 ひと話題）0%
26面（社会 事件 ひと話題）9.21%
27面（社会 事件 ひと話題）10.37%
総計 6.00%

ウェブページの記事と新聞の

記事が必ずしも一致していな

いため、網羅度が低くなって

いるが、その分新聞では読め

ない記事が豊富。同一記事で

も、新聞より情報量が多いも

のがある。2年前の記事まで参

照可能。検索はできない。

1

2

3

4

5

5.�
オリジナル度�

4.�
グラフィカル度�

3.�
データベース度�

2.追跡度�

1.網羅度�

（東京 14版）

（東京 14版）

（東京 14版）
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既存のメディアも必要

ポイントキャストの利点はオフラインで読

めることだ。これなら、ダウンロードしてお

いて、新幹線の中でも読める。ただ、モニタ

ーは紙よりも読みづらいという難点がある。

また、現在では送られてくるニュースが新聞

社のものしかないことも問題だ。結局、新聞

社にしてみれば「紙だけでは商売にならない」

という時代になってきたという背景がある。

データベースとして見れば新聞もいいが、私

にとって新聞の情報はそれほど重要ではない。

私は電子メディアを否定するわけではなく

て、本や雑誌、テレビ、ラジオといった既存

のメディアも、ネットワークから取得する電

子情報も、両方必要だと思っている。既存

のメディアには、電子メディアにはない情報

があるからだ。

電子メディアには落書きできない

かつて古本屋で、「BANZAI!」というタイ

トルの洋書を見つけたことがある。この洋書

の裏表紙には「K.TANAKA」というサイン

があった。この落書きから1909年にワシン

トンD.C.でこの本を購入した日本人がいたと

いうことが分かる。当時は日露戦争が終結し

た頃で、この本は「日本がアメリカに攻めて

くるぞ」という内容だった。次に、「この本

を買った日本人は果たして何者か」という疑

問が出てくる。1909年にアメリカにいるとい

うことは、多分政府関係者だろうと予想を立

てて、当時ワシントンDCにいた外交官を調

べていったところ、本名が分かった。政府の

資料でその外交官の報告書を見せてもらった

ところ、どのような意識で「BANZAI!」を読

んだか分かった。最初から「BANZAI!」を買

おうと思ったわけではない。まったく違うも

のを古本屋に探しに行ったらこの本があった。

開いたら、サインを見つけたというわけだ。

また、現在、週刊ポストに連載している

「マガジン～青春編」という小説では川端康

成の青春時代を書いていて、これに関連し

て、面白いことが分かった。「伊豆の踊り子」

ではじめて主人公が踊り子に出会う場面は小

説では雨が降っているが、実は、川端康成が

伊豆を訪れた日の新聞を調べると、天気は晴

れだった。ピンポイントの情報では「その日

の天気に注目する」という発想は出なかった

かもしれない。

そんな小さなきっかけから、いろいろなこ

とが次から次へと分かってくるところが、既

存のメディアの利点だと思う。

「ピンポイント爆撃」だけではいけない

確かに、インターネットならどの情報を受

け取るか選べるが、そうやって受け取る情報

を限定するとそれ以外の情報が一切入らなく

なる。つまり「ピンポイント爆撃」になるわ

けだ。湾岸戦争のときも相手の工場と決めた

らその工場だけを狙うピンポイント爆撃をし

た。今、コンピュータを使うと、必ずそうい

うことになる。昔は「絨毯爆撃」で、全部

燃やさないといけなかった。情報の探し方も

同様だ。そういうピンポイントの時代では、

次から次へと絞り込まれていくという形のア

クセスになる。

たとえば、大正10年くらいの中央公論を

調べたくて、記事を探すために自分のスタッ

フを図書館に行かせる。ここで、言われた記

事だけを持って帰って来るようではだめだ。

その横にあるまったく違う本が、実はとても

重要な情報だったりする。ピンポイント爆撃

しながら周りを見ることが大事だ。

ニュースとは生活に直接関わること

「ニュースとは何か」を考えた場合、どこ

かの女優がだれかとくっついたとか、そんな

情報は自分にとってはニュースではない。ニ

ュースとは少なくとももっと自分の生活に直

接関係するものだと思う。「ぼくらの税金が

いったい何に使われているか」ということが

知りたい。「俺の金を返してくれよ」とか、

「俺の金はちゃんと使われているのか」とかを

判断するための情報だと思う。納税者がいて

政府が成り立つわけだから、その権利が行使

されているかどうかが分かる情報が自分にと

ってはニュースだ。

Talkin’bout News-1

『ピンポイントには限界がある』

作
家

猪
瀬
直
樹

▲「K.TANAKA」というサインが記され
ていた『BANZAI!』。ここから新たなネ
タが生まれた。

猪瀬直樹（いのせ なおき）
1946年長野県生れ。出版社勤務などを経て、現在作家。日本
の権力構造を論じた『ミカドの肖像』で第十八回大宅壮一ノン
フィクション賞受賞。近著『日本国の研究』で文藝春秋読者賞
受賞。
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ALL YOU NEED IS NEWS

木村太郎（きむら たろう）
FNN『ニュースJAPAN』キャスター。阪神大震災やペルー取
材など、精力的に世界を駆け回る。インターネットへの造詣は
深く、毎日数時間はモニターに向かう。ラジオ「湘南ビーチFM」
の社長でもあり、インターネットでの放送にも取り組んでいる。

プッシュ型サービスにはピンと来ない

日本でもアクティブチャンネルやポイント

キャストといったサービスが本格的に始まっ

たが、実は、プッシュ型のサービスというの

は、インターネットの本質と違う気がする。

新聞の場合は、トラックが走って来て新聞

を縄で縛って放り出す。それを持った新聞少

年が自転車で走って、家まで届けてくれる。

電波の場合も、家の軒先まで飛んで来てくれ

る。インターネットはそういうメディアでは

ない。見る側が世界の隅まで取りに行くメデ

ィアだ。あまり親切ではないが、逆にこちら

からとんでもない宝の山を探しに行き、発見

するという面白さがあると思う。

これは、今までのメディアと基本的に違う。

親切な部分というのを否定していいというわ

けではないが、プッシュ型のサービスは新し

い流れにはならないだろう。既存のメディア

の延長線上にある使い方のように思えてつま

らない。

私は、テレビの世界ですら親切にニュース

を解説する「キャスター」はいらなくなると

思っている。プッシュ技術は、新しいインタ

ーネットの技術をテレビのような旧来のメデ

ィアと整合性をとるために作った技術という

気がして、ピンと来ない。

インターネットならではの情報が面白い

インターネットで一番つまらないのは、一

般化した情報だ。インターネット向けにやっ

ているネット放送局などは、まったく面白く

ない。そういうものよりも、アメリカの田舎

の街向けに出している情報が聞こえるサイト

などが面白い。今、銀行強盗があって、犯

人が2人組で赤い車に乗って逃げている。犯

人逮捕に関する情報を提供すれば、2000ド

ルやる。そういうことが聞こえると、テキサ

スの片田舎に行ったような気分になる。

また、神奈川県の湘南材木座海岸をライ

ブカメラで見られるサイトをキヤノンが提供

している。ユーザーは、そのサイトを見て、

「今日は波が立っている」とか「旗がどちら

の方向になびいている」とかを見ている。お

そらくキヤノンはそこまでは意図していなか

ったと思う。しかし、見る側は、全然違う使

い方をしている。要するに、見る側が情報の

送り手の思惑から自由なのが、インターネッ

トだ。

私たちの「触覚」が、インターネットを使

うと、あっという間に広がってしまうところ

が非常に面白い。そして、「それではあなた

の触覚をこう使いなさいよ」と強制すること

ができないメディアでもある。

ニュースとは個人的なもの

ニュースの語源は「NEW」だ。名詞化し

て複数化したものがニュース。つまりニュー

スとは、「自分が知らないこと」。自分にとっ

て新しければ、それがその人にとってのニュ

ース。なぜ人はニュースを欲しがるかという

と、それがないと生きていけないからだ。水

と食べ物がなければ生きていけないように、

不可欠な要素である。大昔は敵が攻めてくる

とか、危険な動物が出てきそうだとか、天気

が悪くなりそうだとか、自然に関する情報が

重要だった。今でも同じことで、自分のサバ

イバルのためにはニュースが必要不可欠だ。

インターネットは、知りたくない人にとっ

てはどうでもいいものだ。知りたい人にとっ

てはとても重要なもの。そういう意味で考え

ると、プッシュ型技術というのは少し余計な

お世話だという気がする。ただ、プッシュ型

技術が必要な人は確かにいる。別にインター

ネットに限ったことではない。おそらく日本

で受けてる人は100人もいないと思うが、ロ

イターのポケベルを使った外為情報の配信サ

ービスなどは必要だろう。

水晶玉のようなものであってほしい

今のインターネットには満足していない。

多くのページは文字ばかりだからだ。動画が

あり音があり、あらゆる世界の隅々までのぞ

き見ができるというのがいい。かつて、テレ

ビはおとぎ話に出てくる「水晶玉」だと思わ

れていた。なでて、呪文を唱えると、世界中

のどこで何をやっているかが映し出される。

しかし、それはテレビではなくてインターネ

ットだったということが分かってきた。イン

ターネットには水晶玉の可能性があるのに、

今はとてもそこまで行ってない。そういう世

界になるためには、もっと革新的なことが必

要だと思うが、それはプッシュ技術ではない。

水晶玉はぱっと向こうから点いて「こんなこ

とがあったよ」と教えてくれるわけではない。

こちらが「水晶玉よ水晶玉よ、今、アマゾン

の向こうはどうなっているの」と聞いてはじ

めて見たいものを見せてくれる。インターネ

ットもそのようなものであって欲しい。

Talkin’bout News-2

『水晶玉は黙っていても
答えてくれない』

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

木
村
太
郎
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朝
日
新
聞
社
発
・「
速
報
の
流
れ
」を
探
る
！

ニュースはどこから来て、
どこへ行くのか

ふ
だ
ん
何
気
な
く
見
て
い
る
新
聞
や
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ニ
ュ
ー
ス
。
こ
れ
ら

の
情
報
は
ど
の
よ
う
な
流
れ
で
私
た
ち
の
手
元
に
届
け
ら
れ
る
の
か
。
こ
こ
で
は
、
日
本

を
代
表
す
る
新
聞
社
で
あ
る
朝
日
新
聞
社
を
例
に
と
っ
て
み
た
い
。
新
聞
と
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ニ
ュ
ー
ス
が
届
く
の
か
が
分
か
る
は
ず
だ
。

この図は、朝日新聞における情報の流れを簡単に書き表

したものだ。まず、記者によって記事が書かれる。驚くこ

とに、朝日新聞社では、すべての記者が現場でもコンピュ

ータを使って記事を書いている。情報のスタート地点から

すでにでデジタル化されているのだ。こうして記事が作成さ

れ、写真が撮影されてそれぞれのサーバーにデジタルデータ

として蓄積される。蓄積されたデータは、紙メディアとそれ

以外のメディアに向けてそれぞれ配信されていく。「それ以

外のメディア」の1つに、インターネットによる情報配信が

ある。読者もおなじみの「asahi.com」だ。asahi.comに

配信されたデータは、さらに「ニュースカード」や「ネット

キャスター」、「ポイントキャスト」など、さまざまな形のコ

ンテンツに姿を変える。注目したいのは、初めからデジタル

化されている記事は、ほかのメディアよりも早くインターネ

ットのメディアに届くという点だ。なお、この図の作成にあ

たっては、朝日新聞社電子電波メディア局企画開発セクシ

ョンの大前純一部門長にご協力いただいた。

記事執筆は最初からデジタル入力される。「原稿執
筆用の用紙は社内に1枚もありません」と大前氏。

記事の執筆・撮影

写真データのシステムは記事データとは別に、独立
して存在する。オペレーターが写真を整理して、そ
の後、各メディアがサーバーからデータを取り出す。

写真データをサーバーに蓄積
（写真配信システム）

記事データはすべてサーバーに蓄積さ
れる。その後、紙メディアの場合は
「ネルソンシステム」と呼ばれる組版シ
ステムで文字が組まれる。

組　版

サーバーに記事を蓄積
（記事集配信サービス）

デスクによる
記事のチェック

写真
記事

アナログ

デジタル
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ALL YOU NEED IS NEWS

大前純一『ニュースは世界の局面』

ニュースは、「世界の局面」だと思います。私は、記

事を書いたりまとめたり発信したりする側の仕事をして

いました。そのときの、自分が自分である存在意義と

いうのは、社会のみんなの気が付かない角度や切り口

を世の中に提示していくことだと思いました。その提示

の連続によって、正しい社会像や歴史像を提供するこ

とが、多くの人にとって価値のあることだと思います。

雑誌の記者をやったり新聞の記者をやったりしてい

ると、それだけで自分はニュースを書いているように思

えるけれども、ほかのメディアの記事を真似て同じこと

書いているだけというのは困りますね。インターネット

でもそれは同じことです。

新聞も黎明期にはたくさんあって、その中から信頼

のおけるものが生き残ってきた。インターネットも、今

はそういう段階ではないかなと思います。1993年に

HTMLが登場して、静的なものからもっとダイナミック

なものへ動き始めた。そして、インターネットのある時

代が、プッシュ技術でまた今から動き始めると思いま

す。紙メディアとしての新聞の役割も、それに応じて変

わっていくでしょうね。

ポイントキャスト。大前氏によると「更新の
タイミングは調整中」とのことだ。ただ、
asahi.comのデータを流用するわけだから、
やはり更新タイミングはウェブ次第となる。

ポイントキャストネットワーク

朝日新聞電子電波メディア局のアサヒコムエディタ
ーグループ。ここでサーバーの記事データを加工す
る。本邦初公開とのこと。

asahi.comウェブページ

印刷を経て新聞に

文字ニュース配信システム

テレビ・ラジオ

朝日新聞記事写真データベース

「asahi.com」のトップページ。重要なニュースが
あれば随時更新される。サーバーに蓄積された記事
データを直接使うので、情報の配信はは新聞よりも
速い。

「ニュースカード」。インターネットエクスプ
ローラ4.0のアクティブデスクトップ機能を
使ったサービスだ。

アクティブデスクトップ
ニュースカード

ネットスケープコミュニケーター4.0の「ネ
ットキャスター」。ウェブデータを利用する
ので、更新タイミングはasahi.com次第と
なる。

ネットキャスター
ニュースカード朝・夕2回

随時配信
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縦
横
無
尽
に
欲
し
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に
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ク
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ス
す
る

効率のいい
ニュースの探し方

既
存
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
配
信
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
は
「
だ
れ
で
も
公
平
に
得
ら
れ
る
」
が
、

個
人
の
興
味
に
応
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て
深
く
解
説
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そ
こ
で
登
場
す
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の
が
「
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ラ
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と
い
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。
自
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深
く
追
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た
い
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ー
マ
に
絞
っ
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。
一
対
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で
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一
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一
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こ
そ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
も
っ
と
も
得
意
と
す
る
と
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で
は
な
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ろ
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か
。

電子メールニュースから検索する

現時点でインターネ

ットから得られる情報の

中で、「電子メール」ほ

どパーソナライズされた

メディアはない。政治や

経済から懸賞情報、ペットに関する

ものまで、ありとあらゆるジャンルの

情報配信サービスが存在する。一度

登録すれば、毎日のように特定ジャン

ルの最新情報だけが送られてくるの

だ。

さらに、電子メールニュースにはほ

かのメディアには真似のできない大き

なメリットがある。つまり、日々送ら

れてくるニュースは次第に蓄積され、

半年もすれば自分だけの貴重な「デー

タベース」ができあがる。さらに、全

文検索が可能なメールソフトがあれ

ば、いつでも関連情報にアクセスでき

るようになる。毎日のように通り過ぎ

ていくニュースをすべて記憶しておく

ことは不可能だ。いつでも検索できる

ということで、情報の価値は何十倍

にもなる。

レポートを書く場合を想像してみよ

う。もし、そのテーマが日頃から購読し

ている電子メールニュースのジャンル

と同じなら、執筆の依頼を受けた時点

で完成しているも同然だ。メールソフ

トにキーワードを入れて検索ボタンを

押せば、レポートに必要な情報が次々

とピックアップされる。同じことを図

書館や資料室で行うことを考えてみて

ほしい。膨大な量のコピーと格闘して

いる図が容易に想像できるはずだ。

「ニュースこそはすべて」な生活に

欠かせないもの、それは電子メールニ

ュースのデータベース化だ。ぜひ、自

分だけのニュースファイルを充実させ

てほしい。

探さずにパーソナライズする
新聞を読む際に、一面からテレビ

欄まで一文字一句もらさず読破する

という人はどのくらいいるだろうか。

多くの人は「自分に興味のある記事」

だけを選んで読んでいるはずだ。逆に

言えば、無意識のうちに「自分に必

要のない記事」を捨てているのだ。そ

して、なにを捨てるかという基準が

「自分だけの情報フィルター」になっ

ているのではないだろうか。

インターネットから得られる情報に

も「自分だけのフィルター」をかけた

い。そんなニーズにこたえてくれるの

が、ウェブサイトなどで増えてきてい

る「パーソナライズサービス」だ。幅

広いニュースジャンルの中から自分の

欲しいものだけを選び、興味があるト

ピックやキーワードを登録しておく。

すると、新聞から自分が読みたい記事

だけを切り抜いた「スクラップブック」

のように、必要なニュースだけがペー

ジに表示されるようになる。

有料のパーソナライズサービスとし

ては、NEC（Biglobe）と読売新聞

社の提携による「読売COLiNS」や

（株）ジャストシステム（JustNet）

と毎日新聞社の提携による「JustNet

P'z News」があるが、いずれもそれ

ぞれのプロバイダー会員専用のサービ

スとなっている。

無料のサービスも、コンピュータや

インターネット関連の企業ニュースリ

リースを配信する（株）リクルート提

供の「キーナビ」など、有用なものが

登場し始めている。なかでも、NTTナ

ビスペース（株）提供の「MY

DIRECTORY」は、ニュースコンテン

ツがかなり充実している。毎日新聞社

発の16ジャンルにわたるニュース速報

や20以上のジャンルにわたるウェブ情

メール配信サービス別にフォルダーを作成
し、メッセージを保存しておく。受け取った
時点で必要ないと感じたものでも、なるべく
蓄積しておくほうがいい。あとは、電子メー
ルソフトの全文検索機能を使って、調べたい
キーワードが含まれる記事を探すだけだ。上
図では、（株）ガリレオ提供のInfostand速
報ニュースから今話題の「三洋証券」を検
索してみたところ。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



INTERNET magazine 1998/1 281

ALL YOU NEED IS NEWS

毎日新聞社発のニュース速報をパーソナライズでき
る「MY DIRECTORY」。
jhttp://myd.nttnavi.co.jp/

「読売COLiNS」
jhttp://pnews.cplaza.or.jp/
「JustNet P'z News」
jhttp://pznews.justnet.or.jp/
「キーナビ」
jhttp://www.keyman.or.jp/keynavi/
「Excite Japan」
jhttp://www.excite.co.jp/

電子メールとニュースサイトの利点をうまく組み合わせた「Anchor Desk」。
jhttp://www.zdnet.com/anchordesk/

報などをリクエストに応じて表示して

くれる。また、検索サイトで有名な

「Excite Japan」も、英語版同様の

パーソナライズニュースの配信を予定

している。今後もこの手のサービスは

着実に増えていくはずだ。

メールとウェブの高度な融合
AnchorDeskに次世代を見た！！

先にも紹介したように、ウェブペー

ジをダウンロードしてオフラインで読

む「購読」には、データの蓄積や検

索ができないという欠点がある。とこ

ろが、ウェブページと電子メールを高

度に融合することで、この問題を解決

したニュースサイトがある。それが、

米国ZDnet社提供の「AnchorDesk」

だ。残念ながら英語版のサービスのみ

となっているが、今後のニュースメデ

ィアの進化モデルとなりそうなこのシ

ステムを、ぜひ体験してみてほしい。

ホームページからニュースのヘッダ

ーをクリックすると記事ページにジャ

ンプする。ポイントは、右上にある

「Email this story to a friend」とい

うボタンだ。これを押すと、表示され

た記事を電子メールで送信できるの

だ。「friend」と書いてあるが、もち

ろん自分にも送れる。これによってウ

ェブページの記事が蓄積可能になると

いうわけだ。HTML形式で送信するこ

ともできる。

AnchorDeskの機能はこれだけで

はない。左にある「Get the Anchor

Desk Email Alert」を押して自分のメ

ールアドレスを登録しておくと、記事

の要約に加えて全文が掲載されている

ページのURLが毎日メールで届くよう

になる。このサービスを先の機能と組

み合わせるとどうなるか。メールの要

約を見て気になる記事があればURL

をもとにページにアクセスする。本文

を読んでみて保存したければ自分あて

に送信する。見事なメディア循環が実

現するのだ。

この発想はまねできないが、機能的

にはCGIなどを使えばだれにでもでき

るような仕組みだ。一日も早く日本

でこのようなサービスが登場すること

を期待したい。

パーソナライズの落とし穴

「自分の興味あるニュースだけを配信しても

らう」と考えるか、「自分に興味のないニュー

スを切り捨てる」と考えるかでパーソナライ

ズの意味が大きく変わってくる。1つのニュー

スサイトにある情報量は決まっているから、

パーソナライズしたからといって通常得られ

る情報とは違うものが配信されるわけではな

い。やはり、「フィルター」をかけて不要な情

報を振り落としていると考えるべきだろう。

ここにパーソナライズの落とし穴がある。新

聞の場合、目当ての記事を読んでいて、ふと

となりの見出しに目をやると思わぬニュース

に出会うことがある。書店で買おうと思って

いた本のとなりの本のほうがおもしろくて、そ

ちらを購入したという経験はだれにでもある

はずだ。パーソナライズはこの発見の可能性

を捨てることになる。

さらに、特定の分野の情報に精通していて

も、それがほかの情報の中でどんな位置付け

になっているかが分からなければ意味がない。

さまざまな情報を相対的に見るためには、パ

ーソナライズされた情報だけでは足りない。

網羅性のある情報と深く追跡した情報とを

バランスよく入手することがニュースを実生

活に役立てる秘訣ではないだろうか。
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下村満子（しもむら みつこ）
朝日新聞社の東京本社編集委員を経て、94年に退職。元『朝
日ジャーナル』編集長。現在もその幅広い人脈と旺盛な好奇心
でさまざまな事件の取材を続ける。著書に『下村満子の大好奇
心』（朝日新聞社、91年）など。

新聞より優れているとは思わない

プッシュ技術により新聞のデータが配信さ

れると言っても、テーマ別に自動的に整理さ

れて送ってくれるわけではない。新聞の情報

を全部入れてはくれても、それを仕分けては

くれない。何が載っているかを自分で探さな

ければならない。

結局、新聞を読むのと同じように時間はか

かる。今も見出しだけ見て必要なところを指

定して、秘書に「ここを切り抜いておいて」

と言って、ファイルしてもらっている。

また、自分で情報を得るために、朝日新聞

の調査部を使うことが多い。社員だったとい

うこともあって、私は今でも調査部が自由に

使える。新聞社の調査部というのは情報の宝

庫で、たとえば「日米安全保障」がテーマだ

ったら、読み切れないくらいのデータや資料

が出てくる。そんなとき、コンピュータで検

索するよりも、直接見て目で探したほうが早

い場合もある。コンピュータを使えば必ず早

いというわけでもない。

ただ、外国の新聞の検索など、日本でなか

なか得にくい情報については、インターネッ

トは有効だと思う。「ニューヨークタイムス」

にどんな記事が載っていたとかなど、そのよ

うな情報を瞬時に探し出せるというのは便利

だ。

新聞に載るのは一握りの情報だけ

自分はジャーナリストだから、加工された

情報はそのまま信用しないことにしている。

まず、現場を取材することにしている。人の

目を通して処理された情報というのは、操作

されたり、その人は操作したつもりなくても、

取捨選択されたりしているのは事実だ。何か

あったらできるだけ現場に電話して、限りな

く事件の当事者に近い人に話を聞く。それが

一番確実だ。

自分にとって最大の情報収集のチャンス

は、車に乗って電話をかけているときだ。移

動するときにはだれからも邪魔されない。思

う存分情報収集する。仕事上、ファースト

ハンドの情報を持っている人をたくさん知っ

ているというのも強みの1つだ。

新聞に載っているニュースは、世界で起こ

っている事件の中のほんの一握りに過ぎない。

しかも、本当に短い文章に要約されている。

だから、私はその背景にある情報に目を向け

る努力をする。いつどこで何がどう起こった

という情報を読んでも、本当にそれが事実か

どうか、またそのことの意味するものは何な

のかをまず考える必要がある。私はインター

ネットを認めていないわけではない。ただ、

インターネットを使えばあたかも世界中の情

報が手に入り、自分が万能のようになるとい

うのは錯覚にすぎない。

ただ、インターネットで、たとえば新聞社

の政治部の人間が名前を隠してホームページ

を立ち上げて、オフレコの情報などを流し始

めたらすごいことになるかもしれない。そう

いう面では、インターネットはとても可能性

のあるツールだ。

真実を知るのは難しい

人間は、本質的に好奇心を持った生き物

だ。火事があれば「なんだなんだ」と駆けつ

ける。それは、人間の本能である。どんなに

単純なことでも今起こっていることを知りた

がる。また、人間は自然のいろいろな環境の

中で生存を脅かされてきた。自然が人間を襲

ってきて人間が死ぬということが何度もあっ

たわけだ。そういうことから自分の身を守っ

て生存するために、人は情報を欲する。そう

した、原始的な形から、次第に文明が発達

してより知的な情報になっていった。

しかし、真実を知るのは本当に難しい。た

とえば、事故が起きて5人の記者が駆けつけ

たとする。もちろん、何月何日に、どこで、

何が起こったといったという程度の単純な情

報は別だが、原因はどちらにあるかというつ

っこんだ内容になると、もう1人1人言うこ

とが違ってくる。おそらく、そんな単純なこ

とについても「真実はこれだ」という結論は

ない。そこで見ていた人の目線だとか、座っ

ている位置だとか、そういうことによって見

えるものが違ってくる。ニュースとはそうい

うものであって、私が価値を認めたニュース

というのは、自分で判断して自分が大事だと

思うことについて書くということ。つまり、

自分の目を通して自分が加工したもの。私

は、もちろん自分の価値判断が一番正しいと

思っているけれども、別の人からは違うと言

われるかもしれない。だから、逆に面白いと

も言える。結局、そういう多様な情報の中で

自分が正しいと思うことを判断していくしか

ない。インターネットはそうした多様な情報

を手に入れる1つの手段としては、大変有効

だと思う。

Talkin’bout News-3

『ニュースへの欲求は人間の生存本能』

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

下
村
満
子
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石井苗子（いしい みつこ）
TBS『CBSドキュメント』キャスターなどテレビで幅広く活動
するかたわら、女優として映画にも出演。農水省の同時通訳を
務めた経歴を持つ。

入手した情報を疑うことが大事

情報というのは、入手したからといって、

解答を得たことになるとは限らない。「これ

は変だな」と疑う心こそが、情報過密社会

において正確な情報を入手する「核」になる

と思う。

つねに、入手した情報が確かかどうかを疑

わなければならない。確かなものは、自分の

必要としていることに的確に答えている。不

確かなものにはいいかげんな答えが多くある。

的を突いていない。そこを見極める必要があ

る。

インターネットでニュースを送る意味

インターネット上の情報には、確かなもの

もそうでないものもいろいろあるが、インタ

ーネットによるニュースというのは、一番ど

うでもいい分野だと思う。今のままのニュー

スを受け取るのに、何もインターネットでな

くてもいいと思っている人も多い。

忙しい人ほど新聞を読んでいる。新聞は持

ち運べるし、切り取れる。粗末に扱って、ぼ

ろぼろの新聞を持っていてもかえって恥ずか

しくないのが新聞だ。インターネットニュー

スが面白いと指示されるようになるには「こ

れこそすべて」という正確にして的を得たニ

ュースのレベルにならなければ意味がない。

そんなものは新聞でいいじゃないかと思われ

てしまうようなものを、インターネットであ

えてやることは無意味だ。社会の関心事を細

かく伝える「ウマミ」を出さなくてはならな

い。

私も職業柄、大きな出来事を知らないと恥

になってしまう。しかし、すべてを深く知る

必要はない。ほとんどは、事実だけでいい。

ニュースを面白くするには「なんでだ」と思

う心を失わないことが重要だ。

Talkin’bout News-4

『“ニュースがすべて”という
インターネットを作れ』

石井苗子
キャスター・女優

石川次郎（いしかわじろう）
マガジンハウスで数々の雑誌を起ち上げた辣腕編集者。現在も
雑誌企画を手がける一方、テレビ朝日『トゥナイト2』で司会
も務める。

ニュースを再加工することが仕事

基本的に、自分はニュースを再加工する仕

事をしている。つまり、メディアの質に合わせ

て作り直すということが多い。だから、情報源

は1つではない。日本ではあまり売っていな

いような海外の専門誌、たとえば、台湾の情

報誌であったり、アメリカの政治雑誌であっ

たり、種種雑多だ。そんな中から、「これ面

白いな」と思ったものを再加工するわけだ。

心を揺るがしたことを伝えたい

私にとっては自分に興味のあることがニュ

ース。そして自分の心を揺るがしたことなど

を人に伝えたい体質を持っている。自分が感

じた面白いことがらを人に伝えるというのが、

自分にとってはニュースだ。雑誌を作ってい

るときも、常にそんなことを考えていた。基

本的には、自分が面白いと感じたものだけで

雑誌を作るのが理想である。“ポパイ”だっ

てそうだったし、“ブルータス”もそうして作

ってきた。ポパイは、自分が創刊に携わって

それで遊びたかったから。スニーカーの特集

をやったときには、自分もそれを履きたかっ

たから。ニュースはそういうとても個人的な

ところから生まれることもあるのだと思う。

インターネットはまだこれから

新聞社のページをインターネットで見るこ

とはあるが、今の段階では、インターネット

で見る必要性は、あまり感じない。それより

も、もっと個人的に興味のある情報を探しま

わることのほうに興味がある。検索方法につ

いてはもっと勉強したいと思う。それから、

ネット上にしか存在しない雑誌みたいなもの

にも可能性を感じる。個人ホームページなど

は、まだまだデザインの面から見ても貧弱な

ものが多いし、インターネットはほんとうに

これからだと思う。Talkin’bout News-5

『自分の興味あることがニュース』

石川次郎
エディトリアル・ディレクター

いたのは36歳のとき。しかし、「若い連中は、

こんなもんで満足するんじゃないかな」とい

う意識で雑誌を作ったことは一度もない。ス

ケートボードの特集をやったときは、自分も
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インターネット
エクスプローラ4.0『購読』を使いこなす
購読機能は、仕組みがシンプルな反面、どのコンテンツをダウンロードするのか、どのタイミング
で更新するのかなどを自分で決める必要がある。サイトの構造を理解し、むだなく確実にニュース
を得る。これがポイントだ。

1
購読したいページを表示させ、「お

気に入り」メニューから「お気に入

りに追加」を選ぶ。

2
ダイアログが表示されたら、「はい、更新

されると通知し、オフライン読み取り用に

ダウンロードする」にチェックを付ける。このペー

ジだけを購読するなら「OK」を押せば完了だ。そ

のページのリンク先も購読するなら「カスタマイ

ズ」を押して3に進む。

3
「購読ウィザード」が起動したら「このペ

ージとリンクページをダウンロードする」に

チェックを付けて「次へ」を押す。次のウィンド

ウでダウンロードするリンクの深さを指定して「次

へ」を押す。

4
次のウィンドウで「はい」にチェックを付

けると、ページの更新を電子メールで知ら

せてくれる。必要なければ「いいえ」を選び「次

へ」を押す。次のウィンドウではスケジュールを設

定せずに、そのまま「次へ」を押す。
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asahi.comを購読しよう

5
有料のコンテンツを購読する場合、

パスワードやユーザー名を入力しな

いとページにアクセスできないことがある。

そのような場合、次のウィンドウで「はい」

を選び、必要事項を記入しておく。通常の

ページなら「いいえ」を選ぶ。「完了」を押す。

6
左の画面に戻ったら、「フォルダ」

を押してお気に入りの保存場所を

指定する。「OK」を押せば、登録完了だ。

7
次に、「お気に入り」メニューから

「すべての購読を更新」を選ぶ。こ

れで、コンテンツのダウンロードが始まる。

8
登録したページをオフラインで読む前に、

デスクトップの「Internet Explorer」ア

イコンを右クリックして「プロパティ」を選ぶ。

「ホームページ」の「空白を使用」を押す。「イ

ンターネット一時ファイル」の「設定」を押す。

「確認しない」にチェックを付けて「OK」→「OK」

と押す。

9
それでは、オフラインリーディング

をしてみよう。IE4.0を起動すると、

真っ白な空白ページが表示される。「ファイ

ル」メニューから「オフライン作業」を選

ぶ。「お気に入り」メニューから、先に登録

した購読ページを選んでみよう。インターネ

ットに接続していなくてもページが表示され

るはずだ。リンク先のページをダウンロード

していない場合は、上図のようにマウスカ

ーソルが マークに変わる。

購読の手順は分かっていただけただろうか。実

際に活用する際のポイントは「どのページから何リ

ンクダウンロードするか」につきる。ここでは、

asahi.comを例に実践テクニックを解説しよう。

「http://www.asahi.com/flash/flash.html」に

アクセスしてみよう。ここは、asahi.comの中で

もっとも頻繁に更新される「ニュース速報」のペ

ージだ。ここでは記事の見出しだけが表示され、こ

れをクリックすると記事全文が見られるページへジ

ャンプする。つまり、見出しページだけでなく、「1

リンク」先もダウンロードする必要があるのだ。左

の3（下図）で「1」を指定しよう。

次に、「http://www.asahi.com/paper/front.

html」にアクセスしてみよう。「今日の朝刊」の

「総合」ページが表示される。ここには、見出しだ

けでなく記事全文が掲載されている。「総合」だけ

をオフラインで読みたいなら、左の3（上図）で

「このページをダウンロードする」を選べばいい。

「社会」や「経済」などがよければ、それぞれのリ

ンク先にジャンプして同様の手順で登録する。6つ

のジャンルをすべて読みたい場合は、上記のURL

から購読の登録をして、3（下図）で「1」を指

定すればいい。
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【購読の達人になるための7か条】
その1
外へのリンクはダウンロードしない

その4
スケジュールをカスタマイズする

その2
キャッシュサイズを増やす

その3
購読の管理を使いこなす

リンクの深さを指定してダウンロー

ドできることはすでに述べた。でも、

同じリンクにもウェブサイト内のペー

ジにジャンプするものとウェブサイト

外へジャンプするものと2つの種類が

ある。ニュースサイトの場合、たいて

いの記事はウェブサイト内に収められ

ている。ダウンロードするサイズを小

さくするためにも、外へのリンクはダ

ウンロードしない設定がおすすめだ。

「お気に入り」メニューから「購読

の管理」を選び、購読ページのアイコ

ンを右クリックする。「プロパティ」

から「受信」→「詳細」を押す。こ

こで「このページのWebサイト外のリ

ンクを含める」のチェックをはずして

おこう。

購読機能は一般的なウェブ自動巡

回ツールとは異なり、ウェブサイトの

イメージをそのままコピーしてくるわ

けではない。あくまでもキャッシュの

中に保存されるだけだ。キャッシュフ

ァイルを使うと、不要ファイルが減る

ためディスク節約というメ

リットを生む。しかし、割

り当てが小さすぎるとダウ

ンロードした先から消えて

いくというデメリットもあ

る。そこで、インターネッ

ト一時ファイルの設定を変

更するのがおすすめ。

「表示」メニューの「イ

ンターネットオプション」から「全

般」を選び、「インターネット一時フ

ァイル」の「設定」を押す。「使用す

るディスク領域」のバーを右にスライ

ドさせ、自分のハードディスクが許す

範囲で容量を増やしておこう。

購読ページが増えてくると、どれが購読し

ていて、どれがしていないかが分からなくな

ってくる。そんなときは、「お気に入り」メ

ニューから「購読の管理」を選んでみよう。

ここに、すべての購読ページが登録されてい

る。さらに、数十ものページを「すべて更新」

するとなると、ダウンロード時間も膨大にな

る。こんな場合も、「購読の管理」から更新

したいページのアイコンを右クリックして「今

すぐ更新」を選ぶ。これなら、ほかのページ

をダウンロードせずに、目当てのコンテンツ

だけをすばやく更新できる。

「その3」で紹介した「購読の管理」にあるアイコンを右クリック

して「プロパティ」から「スケジュール」を選ぶ。ここで、自動的に

ページをダウンロードするためのスケジュールを設定しよう。

スケジュールは、日単位、週単位、月単位に分かれた細かな指定

ができる。新規でスケジュールを作成する際には、日単位が選択さ

れているはずだが、これを週単位に切り替えれば実行する曜日を指定

できる。これが月単位だと、「毎月20日」もしくは「毎月第1土曜

日」といった指定方法も可能だ。

「実行する時刻」では、指定された日の何時にスケジュールを実行

するかを指定する。ここで繰り返し指定を行うと、指定日付の範囲

内での繰り返しチェックを行う。

その5
ダイアルアップで自動接続する

ダイアルアップでインターネットに接続している場合、「その4」

のスケジュールを指定するなら「スケジュール」にある「モデム

接続の場合は、必要時にダイヤルアップする」にチェックを付け

ておこう。
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エクスプローラ4.0『アクティブチャンネル』を使いこなす
コンテンツ制作者がダウンロードするページや更新タイミングを設定する。アクティブチャンネルは
この設定に従って自動的にコンテンツを取得して更新する。ユーザー側がすることはほとんどない。

小さなチャンネル「デスクトップコンポーネント」

アクティブチャンネルの登録ボタン「Add

Active Channel」のとなりに「Add active

desktop」というボタンが表示されることがあ

る。これをクリックすると、デスクトップに小

さなチャンネルが表示されるようになる。これ

が、デスクトップコンポーネントだ。現在も、

朝日新聞、毎日新聞、ポイントキャストネット

ワークなどのニュースコンポーネントが利用で

きる。常時接続なら、ニュースの見出しがリア

ルタイムで得られるなどのメリットがあるが、ダ

イアルアップ環境ではあまり役に立たない。 毎日ニュースチャンネル
この小さな窓に、6つのジャンルのニュースに加えて天気予報
まで詰め込まれている。

1
チャンネルバーから「毎日新聞」を

選ぶ。ページが表示されたら「Add

Active Channel」をクリックする。

2
「はい、更新されると通知し、オフライン読み

取り用にチャンネルをダウンロードする」にチ

ェックを付け、「OK」を押す。

3
チャンネルコンテンツの中には、スクリーンセ

ーバーとして登録できるものがある。上図の画

面で好きなほうを選ぶ。

4
これで、毎日ニュースチャンネル

のコンテンツがダウンロードされ、

表示される。オフラインで記事を読む場

合、IE4.0を起動したら「ファイル」メ

ニューから「オフライン作業」を選び、チ

ャンネルバーから「毎日新聞」を押す。

これでOKだ。

5
ダイアルアップユーザーは、ス

ケジュールの変更をしたほうが

いい。チャンネルバーの「毎日新聞」

を右クリックして「プロパティ」から

「スケジュール」を選ぶ。「スケジュー

ル」を「発行者推奨のスケジュール」

から「日単位」などに変えておこう。

6
手動でコンテンツを更新し

たい場合、チャンネルバー

の「毎日新聞」を右クリックして

「今すぐ更新」を選ぶ。

7
チャンネルバーに登録されているコンテンツ以外の番

組を探す場合、「Microsoft channel guide」を押

す。カテゴリーを選ぶと、該当するコンテンツが表示される。

これから登場する番組も随時ここに掲載される予定だ。
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PointCast Network『ポイントキャストネットワーク』を使いこなす
簡単なセットアップさえ終われば、ユーザーの操作はほとんど必要ない。オフラインでニュースを
読む際も、普段と同じ操作でOK。まさに、ニュースを見るために生まれたツールだ。

A 選択したチャンネルを右クリックして

「～チャンネルの更新」を選ぶと、その

番組だけを更新できる。

B 「すべて更新」を押すと、登録したす

べてのチャンネルが更新される。初期設

定では約2Mバイトのファイルがダウンロード

される。

F 「ビュー」から「スマートスクリーン」

を選ぶと、「ポイントキャストスマート

スクリーン」と呼ばれるスクリーンセーバーが

表示される。あらかじめ蓄積しておいたニュー

スが次々と流れる。

「ティッカーの表示」、「ティッカーを隠す」を

選ぶと、E のニュースティッカーを表示させた

り消したりができる。

E ニュースの見出しや天気予報、株価

情報などが流れるティッカー。じゃ

まな場合は、F で消すこともできる。

D 「カスタマイズ」から「チャンネルのカ

スタマイズ」を選ぶと、それぞれのチャ

ンネル内にあるジャンルの追加と削除ができる。

ダウンロードの量を減らすために必要のないも

のを消しておくのがおすすめ。

C 「カスタマイズ」から「チャンネルの追

加／削除」を選ぶと、画面左のバーか

らチャンネルを削除したり、バーにチャンネル

を追加したりできる。ただし、「必須」マーク

の付いているものは消せない。

次ページへ
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ポイントキャストチ
ャンネル一覧

G 「アプリケーションの設定」→「スマー

トスクリーン」では、ポイントキャスト

をスクリーセーバーにするかどうか、起動までの

時間を何分にするかなどが設定できる。

H 「アプリケーションの設定」→「更新」で

は、コンテンツをダウンロードする更新タ

イミングを細かく設定できる。ダイアルアップユ

ーザーは「更新ボタンを押したときのみ更新」に

して手動で更新するのがおすすめ。

I 「アプリケーションの設定」→「インタ

ーネット」では、ポイントキャストのコ

ンテンツ表示にどのWWWブラウザーを使用す

るかを決められる。インラインで起動するイン

ターネットエクスプローラがおすすめ。

J プロキシー経由でインターネットに接続し

ているなら、「アプリケーションの設定」→

「プロキシ」で「プロキシを有効にする」にチェッ

クを付けないとコンテンツをダウンロードできな

い。

前ページから

ポイントキャストチャンネル一覧
チャンネル 項目・内容 提供企業

企業 各企業ごとに株価チャートとニュースを掲載 株式会社日興リサーチセンター
株式会社日刊工業新聞社
ダンアンドブラッドストリート株式会社
パシフィック・データ株式会社

お天気 あす・あさっての予報、気象衛星「ひまわり」画像、実況天気図、予想天気図 株式会社ウェザーニュース

ニュース 一般、社会、政治、経済、国際、速報 社団法人共同通信社
ロイタージャパン株式会社、

産業 繊維、紙・パルプ、化学、硝子・土石、鉄鋼、非鉄・金属、機械、電機・精密、造船、自動車、輸送用 日興證券株式会社
機器、食品、医薬品、石油、ゴム、諸製造業、水産・農林、鉱業、建設、商社、小売業、不動産、倉庫、 株式会社日刊工業新聞社
サービス、鉄道・バス、陸運、海運、空運、通信、電力、ガス、銀行、他金融、証券、保険 パシフィック・データ株式会社

スポーツ 野球、サッカー、大相撲、競馬、一般 株式会社日刊スポーツ新聞社

ライフスタイル 芸能・社会、海外エンターテイメント 株式会社日刊スポーツ新聞社

CNN U.S. News、World News、Politics News CNN Interactive

朝日新聞 ニュース（総合、社会、政治、経済、スポーツ、国際） 株式会社朝日新聞社
天気（きょうの予報、週間予報、ひまわりからの映像）

IS NEWS
＊表は11月15日現在のチャンネル一覧。11月21日からサービスが開始される「日経BP BizTechチャンネル」をはじめ、コンテンツは随時追加される予定。
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2
「General」タブの「Name」にサ

イト名を、「Location」にURLをそ

れぞれ入れる。「Update this channel or

site every」にチェックを付け、下の欄で時

間を選ぶと自動的にコンテンツをダウンロ

ードできる。

「Display」タブに移る。登録したサイト

の表示方法を選ぶ。「Navigator Window」

なら通常のWWWブラウザーで、「Webtop

Mode」ならフルスクリーンで、それぞれコ

ンテンツが表示される。

「Cache」タブでは、ダウンロードするリ

ンクの深さと、ダウンロードするデータの上

限を決められる。初期設定では「2リンク」

になっているので、必ず変更しておこう。

すべての設定が終わったら「OK」を押

す。これで登録完了だ。オフラインリーデ

ィングは【チャンネルの登録】の場合と同

じ方法でできる。

Netscape Netcaster『ネットスケープネットキャスター』を使いこなす
11月15日現在、ネットキャスターにはまだ日本語コンテンツが2チャンネルしかなく、国内のニ
ュースを見る道具としては少々物足りない。現時点では、ウェブページを登録してオフラインで読
むといった使い方がおすすめだ。

チャンネルの登録

1
右の「Channel Finder」から任意のチャ

ンネルを選んで、「Add Channel」ボタン

を押す。

2
チャンネルによって異なるが、個人情報の

記入やパーソナライズ設定をする。この間

は「Continue」を押していけばいい。

3
登録が終わると上図の画面が出る。

ダウンロードするリンク数や更新タイ

ミングは入力済みなので、「OK」を押す。た

だし、自動的にチャンネルの更新をしたくな

ければ、「Update this channel or site

every」のチェックをはずしておこう。

4
ウィンドウが閉じたら、「Channel Finder」下

部の「My Channels」を押す。新たに追加され

たチャンネルを右クリックして「Start Update」を選ぶ

と、コンテンツのダウンロードが始まる。チャンネル名

の下の赤いインジケーターが止まったらダウンロード終

了。名前の左上に「緑色の印」が付く。これを押せば、

コンテンツが見られる。

ウェブページの登録

5
オフラインでチャンネルを見たい場合

は、ナビゲーターを起動して「ファ

イル」メニューから「オフラインにする」を

選ぶ。「ダウンロード」というウィンドウが

起動するので、3つのチェックをすべてはず

して「オフラインにする」を押す。このチ

ェックをはずさないと、電子メールやニュー

スグループのデータをダウンロードし始めて

しまう。再びナビゲーターに戻ったら、

「C omm u n i c a t o r 」メニューから

「Netcas te r」を選ぶ。あとは、「My

Channels」→「見たいチャンネル」の順

に押していけばいい。

1
ネットキャスターにウェブページを登

録する際には、URLを手で入力しな

ければならない。登録したいページのURL

を調べておこう。まず、「Channel Finder」

下部の「New」を押す。
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情報のとらえ方にはいろいろな立場があるが、

よく知られているのが「フロー」と「ストック」

というふたつの分類である。「フロー」とは最新

の動きを伝える一過性・流動性の高いもの、「ス

トック」とはそれらの中から時を経て選択・編

集された蓄積性・汎用性の高いものを意味する。

ニュースがどちらのタイプに入るかは明らかだ

が、「ニュースジャンキー」

という言葉があるように、フ

ローへの偏重を極端に推し進

めると、「ニュースは新しい

ほど価値がある。だから、常

に目を見張っていないと置い

てきぼりをくってしまう」と

いうような強迫観念にかられ

てしまうことにもなる。

本当に考えなければならな

いのは、フロー情報はなぜ価

値を持つのか、あるいはどの

ようなプロセスを経て価値を

生むのか、という点である。

実は、フロー情報はそれ単

独では価値を持たない。情報

を得た当人が、「関連する情

報」や「過去の記憶・情報」

と照らし合わせ、なんらかの

意味を見出してこそ情報は価

値を持つのである。

たとえば、あるニュースを

手にしたとき、単純にそれだ

けに反応してしまうという人

もいるだろう（もちろん彼の

内部では瞬時に自分の記憶をたどり、それを位

置付けてはいるのだが）。

しかし、ある人は、その時点で関連する情報

がないかどうか確かめてみようとする。同時期に

流されたほかのフロー情報を重ね合わせることに

よって、隠された意味を彼なりに見抜こうとす

るのである。

また別の人は、過去にどのような類似のでき

事があったのか、そのニュースの背景にはどのよ

うな歴史的経過があるのかを探ってみようと、ス

トックされた情報を引っ張り出してくる。1つの

フロー情報を広い時間的視野でとらえることに

よって、より大きな文脈の上に彼なりの意味を

見いだそうとするのである。

さらに、こうしたプロセスで生み出された情報

が再び新たな情報として別の人々に届けられ、

そこでもさまざまなリアクションを引き起こすこ

とになるかもしれない。

さて問題は、このような人と情報のつき合い

方をスムーズに回していけるメディアの仕組みで

ある。

ニュースを受け取る側から言えば、まずは広範

囲な最新情報にアクセスできる環境が前提とな

る。さらにその中から興味関心のある情報をフッ

ク（＝Hook）してたぐり寄せる仕組みが必要だ。

しかし、一度に大量の情報が寄せられるとす

べてに目を通すのは難しい。そこで登場したの

が、膨大なニュースの中から自分なりの関心事

を見いだしやすくする仕組み、たとえば「パーソ

ナライズ」であり、カテゴラ

イズされた内容を随時自動的

に送信してくれる「プッシュ」

型のサービスである。

これらのサービスは、フロー

情報を効率的にフックしたい

という要望にある程度応えて

いるし、さらに一部のサービ

スでは、上に述べたような、

ほぼ同時期に伝えられるニュ

ースへのリンクを提供している

ものもある。しかし、これ以

降のストック情報への参照や

再発信などのプロセス、つま

り個々の興味関心をより深く

追究していく（＝Dig）仕組

みは、種々の検索サービスと

（残念ながらまだ貧弱な）ニュ

ースストック、ニュースグルー

プコミュニティなどという形で

インターネットに分散したまま

である。

ニュースをきっかけに、人

間の情報活動を支援する仕組

みとしてインターネットを見た

とき、既存のメディアにない価値をもたらす機能

は、まだまだ実現されているとは言えない。しか

し、インターネットはデザインしていけるメディ

アである。ニュースメディアとしてのインターネ

ットを「Hook」と「Dig」という視線で眺め直

してみることは、ほかのどのメディアに期待する

よりも、より良いニュースメディア環境の実現に

近いのではないだろうか。

“Hook&Dig”で生きてくる
新しいニュースメディアとしてのインターネット

TEXT :今泉 洋（本誌シニアコラムニスト）

Illustration : Rey.Hori
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